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1．目的 

 本研究の目的は、青年期の恋愛経験がソーシャル

スキルだけでなく、運動意欲や運動成績に対してど

のような影響を与えているのかを明らかにすること

である。 

 

2．研究方法 

対象者は福岡県内の大学生男女 100 人で、調査方

法は、性別と学年、恋愛観に関する質問項目、異性関

係スキル、コミュニケーションスキルに関する質問

項目、恋愛が運動に与える影響に関する質問項目を

問うアンケート調査とした。分析方法としては、これ

までの交際人数と各項目を比較することにより、実

施した。 

 

３．結果と考察 

交際人数と交際期間の得点には強い相関が見られ

た。この理由として、恋人と付き合い、そして別れる、

という過程を繰り返す中で恋愛スキルやソーシャル

スキルを高めていったと考えることができる。 

交際人数と相手の感情に対する感度についても強

い相関関係が見られることがわかった。この理由と

しては、交際を重ねるうちに交際相手との関係調整

能力を高めているということが考えられる。 

交際人数と異性との会話の話題提供に関しても強

い相関が見られた。交際人数が多いほど自ら相手に

話題を提供するという結果が得られた。この理由と

して交際を重ねるごとに交際相手との会話によって

コミュニケーション能力を高めているということが

挙げられる。 

交際人数と交際相手がいる時の運動成績との関係

には、強い相関が見られた。この理由としては交際を

重ねることによって、交際相手との適度な距離感を

理解するようになる。その結果、部活動と恋愛のバラ

ンスが良くなり部活動の成績が上がったと考えられ

る。 

過去の交際人数と 6 つの項目との関連について検

討した結果、恋人と交際をすることを通して恋愛ス

キル、ソーシャルスキルが高まることが明らかとな

った。交際期間、話題の提供、相手感情への感度、交

際時の部活動の成績の 4 つの項目との関連が認めら

れた。その理由としては、6項目のうち関連が認めら

れた 4 項目はソーシャルスキルとの関連が強かった

ことなどが挙げられる。恋人との交際によって恋人

との人間関係調整能力、コミュニケーション能力、相

手の感情を読み取る観察能力、恋人との適正な距離

感が高められると推察される。 

今回の研究は小中高等学校における性教育の一助

になれば、との思いで着手したが、実際に恋愛によっ

て一部のソーシャルスキルが高まることから、自由

に恋愛できる環境を整えるということが学校教育の

現場で取り入れていくべき課題であると考える。 

 

４．結論 

本研究では、過去の交際人数による恋愛経験と交

際期間、緊張度、話題の提供、相手感情への感度、交

際時の部活動への意欲、実際の成績の 6 つの項目の

関連性を検証した。その結果過去の恋愛経験によっ

てソーシャルスキルが高まり、結果的に 4 つの項目

と関連が深いことが明らかとなった。 
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